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小田嶽夫『断橋の佳人』における晩年の憧憬 

 

何 問民 

 

は�6に                           

 小田嶽夫（1900
1979）は�¢生ま<、r�½ち、�fに¤Ë�、±りoわる�代ととも

にÌいていた作家である。杭州での¸ をÛ�に�た作g「城外」は�f 11 年の´三回¿

{賞をb賞�、¾Vを¥2た。小田嶽夫とい�0、8�ÝÍ、ÑÏ夫,+の中国文人にÔ 

る研究のÂ_ºと�て£®�<る�とがqい。田中栄一は小田の作家人生を杭州�代の「中

国OÜ」、¿{賞b賞^の「作家生¤OÜ」と「終�を�?での�中C��OÜ」の三つに

[�ている。"�て、三つ®の¡Õの中では、�f 50 年の作gから小田が「1た らÙ²

の世界3W&てい�」と\断�、"<は小田の「�も���¹�たm界であ&たかも�<,

い」と���た（1）。�か�、��にと+ま&て�り、田中は小田が�<た「Ù²の世界」の

XO­,Ywの[�についてÅ<てい,い。µ者は�f 50 年、小田が"<M^とはÐ�世

界を���ていた�とについては同�である。 

"の世界を�Æ るた6に、ま!�f 50 年から小田がI�,る�f 54 年までに出版�

<た�を見て58�。出版�<た`Á�は、}�たい子賞b賞作『ÑÏ夫N』（�f 50 年）、

『¯{h�』（�f 52 年）、『断橋の佳人』（�f 53 年）、『回想の文士たち』（�f 53 年）の

iつである（2）。JÖのある文人のa人の青春と人生を論�るものがA@Bである。"の中

で§],のは『断橋の佳人』とい�cい中国の�異談を»��た作g集である。�の著作は

小田の研究であまりÓÄ�<てい,い。UÁ研究と�ては、ÚtSのR士論文「小田嶽夫の

作gに��る杭州像」（3）があるが、"�では杭州は小田の「郷�の�い�」であると���

<、"<が「¨想郷」に,&ている�とを説� るた6に『断橋の佳人』のH¶が少�$�

[��<ているにÎ�,い。"<M外の研究では、小田の�年の作gと�て作geを��る

�とに�ま&て�り、[�は	+?+,�<てい,い。�の8�に『断橋の佳人』はSmあ

まり£®�<て�,か&たが、�f 50 年からの作g群の中、現Eと離<た���
�B作

gは異�で、小田の��世界を�らかにできるÓ¯作gであると¢�ら<る。��では�の

»�r´集『断橋の佳人』に�~をQて、�f 50 年MË小田嶽夫が�<た世界を�らかに

 る。 

 

ÛÚ『断橋の佳人』について 

『断橋の佳人ß中国男女�談』（中央公論社、�f 53 年）には 15 ¶の中国のr´作gが

(È�<ている。"の��に�か<ている作gが«Û作の「断橋の佳人」であり、「断橋」

とは杭州の®zの�もje,見]で、「断橋の佳人」は「杭州®zの 人」を��ている。 

小田嶽夫と杭州はwい4�がある。r� 13 年に小田は外#�書²生と�て杭州にあるc
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�領事館3º��た。�f 3年にc�に\り、"�て 2年�、文学に集中 るた6外#�の

�事を»6た。杭州での¸ をÛ�に�た作g「城外」は�f 11 年の´三回¿{賞をb賞

�た。"の�、_q�の杭州にÅ<た文�を�«�た。�f 31 年、小田は中国文$³25

の一0と�て、人生��の中国³2と�て中国*7をJり、杭州を 28年�りに³<、I�

,る^までの_%年Êは杭州と®zを何Pも作gに�9�せている。杭州での生¤は、Eは

小田にと&てÓMに��があるVい出であり、"のOÜは小田のÓ¯,"作の{であると

±�る。『断橋の佳人』は小田の人生の��の杭州ものである。 

�f 50年のÝ月�dから�f 51年 11月上dまで、小田は/,3�でWÌ�た。"のÊ、

上田�[の『Î月�µ』と®zにまつわるN説を²�た『®z佳´』を+6、_q�の中国

のc に8��N^を·?でいた。"<をき&か�に、¾Ì�『断橋の佳人』を"作�た。

15 ¶の作gの�ち、Þ¶が『聊`志異』（x、©nÙ）、Ü¶が1代N=小説、Ü¶が『!}

a´』（�、��）、Ü¶が『®z佳´』（x、c.:v子）、1 ¶が『!}�´』（�、le

�）、1¶が1の­�が書いた「CXN」（『;}O²』）から»��たものである。Ywは�

$�
NÑの 人とのWZ´がqい。*´と"の'作とのG�は「«Û」のと�りである。 

 

«Û 
断橋の佳人』と'作G� 

 
断橋の佳人』 '作 

1 女ªの人Wい c.:v子『®z佳´』15K「ÐI�½」 

2 É安の¨�人夫のp �Á�「l@N」（1代N=小説） 

3 �qの´ uby「�qN」（1代N=小説） 

4 NÑ? ©nÙ『聊齋志異』16 K「-��」 

5 N玄,� ©nÙ『聊齋志異』15K「FA」 

6 杭州で�� ��『!}a´』3K「Z&N」 

7 �)解,女 ©nÙ『聊齋志異』16 K「Ò女」 

8 景園でÀ&た女 ��『!}a´』2K「|�ÇÁÅ景園²」 

9 h国夫人のA ©nÙ『聊齋志異』21K「§L」 

10 ¹Ï¦の生<oわり le�『!}�´』5K「¹Ï¦Ä×²」 

11 ¥%AとH三A ©nÙ『聊齋志異』9K「H三A」 

12 女�の¶ ©nÙ『聊齋志異』17K「小o」 

13 ¬家のA 『;}O²』445K「��%H」「CXN」 

14 �V¸,�女 ©nÙ『聊齋志異』4K「�女」 

15 断橋の佳人 c.:v子『®z佳´』11K「断橋Y½」 

 

 



－ 135 －

大阪大学大学院言語文化研究科日本語・日本文化専攻

 
 

ÜÚ現E¿ÃのÂ

中国�異談を»� る 

『断橋の佳人』と同時期に出版�た文集『回想の文士たち』の「あとがき」に、小田は"

の�kの心Yを述べている。 

 

Vいが�,��は同年Æの�82年�のq�のa人8り生きtら�て、（�）ÓMに

R�にG る,つか��にÖら<たが、�とs�いたのは、自[が死?$あと、自[に

ついて書いて�<る人がい,いとい��とであ&た。（�）残念,�とにR�（年若の

a人）は�の青春を知&てい,い。�外も,�は,いが、人Êの一番r切,のは"の青

春�の8�,sが る。（�）�

 

 小田は_人のa人と死]�、悲�5を味わい、自[はa人を回想�て作gを書�運命に,

&た�とを認識�た。"の上で、自[が死?$�、人生、§に青春�代をµ&て�<る人が

いるか+�か心Æ�ている。また、小田の甥小田�郎は「小田嶽夫と高田」で小田の�年は

「a人C知人との旧Jを温6たいs持ちが強か&た」と²�ている（�）。つまり、a人は�年

の小田にと&てÓ¯,存在である。a人の死を次々と¸Ü�た小田の苦��は想像できる

$ろ�。�らに、yR �� b �}#`��QP� L����-¡?}f�[$�*C�

"��������!�-�小田がE��た�Êの残酷�と、Rにと&ての青春の貴Ó�

を推測できる。�らに、小田の息子小田三月は「小田嶽夫と坪田譲¢」の中で、小田の生¤

のEÖを書いている（�）。「城外」を書��とで一�は「報わ<」たものの、小田は���た

た2「スラBプ」に陥り、生¤も「困窮」�たとい�。 

�_�
L��� `�2p)�$%中国のc に8��N^ �����0#V�

��̀ �$�Y(	#h��『断橋の佳人』が"作�<た。64@:�
{b$894=�

（	） tv��,�#����(#&�/�!	%sr$Aed �/��\���i�

+���K!O�����!�w�FN!$R�2���"
	��'.��]2��

���m$B�2H.�;357<>$��2H.��M2��'�/�! �Az�

#���"io2�g�/�『断橋の佳人』は�f 50 年からの回想­作g群の中、唯一の

\�j$�/HS �/���0%�X$��
�]#sr�/�)#|�0�*$ 

%"
�1��� 

小田が初6て中国のc に8��N^と出�&たのは『断橋の佳人』の素�と�てでは,

い。杭州�代（r� 13 年〜�f３年）を²�た「青春流離」に8ると、Q�小田は、「領事

館の�事」も身についてm!、「領事に親�5」も湧いてm!、女中との秘密の�倫Ô係も

「心に疚��」、雑誌
文学を·むs持ちも起ら,か&た。�か�「�を·ま,いのも寂�

い」ので、「とき+き杭州
®zについての�µ類」を·?でいた（
）。つまり、小田は®z、

あるいは、杭州とÔ係 る�µについて、昔から知&ていた。�らに、「青春流離」では"

<らの�µを詳��²述�て�り、�µを通�て、小田は杭州の「 �い山水」、「c都の風
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×」を��、杭州人の「風流」、「ÁP」のs[を味わ&た�とがわかる。"<らは異郷にい

てa�い~mに,�6,い寂�い小田をR6る存在であり、苦�い現Eから¿Ã るÂに

,&ていた。"�て、中国のc に8��N^をw�知る8�に,&たのは�異談『聊齋志

異』に8&てであ&た。 

小田は�f 34 年に『聊齋志異』の�つの作gを»¨�、『少年少女世界文学�集』の『聊

齋志異』（­談社）と�て出版�た。"の�、�f 36年には『聊齋志異』を
に�た»¨作

g集『中国でか6ろ?』（a流社）も出版�た。『中国でか6ろ?』の解説で小田は、ÝÍ、

dne風が『聊齋志異』にG�て高い©�を�ている�とを²�ている。"<も小田の『聊

齋志異』の»¨を�T��た一つの¯素かも�<,い。 

また、»¨と�に、小田は中国のc に8��N^に��を持つ8�に,&たの$ろ�。

小田は作者の©nÙが�$�類に�味を持&た¨�を「想像」�た（�）。「栄Ï,生¤を¿<

!、いつも�の世を寂����ていた」ので、©nÙは�、¤、�,+のものを人Êの7に

�、「G�のÔ係で人Ê」とJわらせると論�た。現Eに'わ,いÙbは、Ó現Eの世界で

{た�<る。©nÙは現Eを�り¸�る)�K、あるいはÂを小田に��たのであ&た。 

『断橋の佳人』の�kの小田は『聊齋志異』の作者©nÙと�た8�,mÂであ&た。U

述の8�に)りの人が次々死I�、自[もWÌ�、寂�い生¤に苦�?でいた。『断橋の佳

人』の$[は『聊齋志異』からの´を»��たものである。c に8��N^を·5,がら、

また»��,がら、小田は『聊齋志異』を想起�、©nÙと同�8�に、�異談を»� る

�とで自[が�<るG想世界を作り、現Eから¿<8�と�たのでは,い$ろ�か。"の�

との論Uと�て、M�、「杭州とい�9]」、「�{,�c」、「[A る異�WZ」とい�三

つの¦~をY��たい。 

 

３Ú¿Ãの9]

杭州 

『断橋の佳人』の�µの中には杭州が出て�るものがqい。「女ªの人Wい」、「杭州で�

�」、「景園でÀ&た女」、「h国夫人のA」、「¹Ï¦の生<oわり」、「断橋の佳人」のA@B

の�%は杭州である。"の中で、'作を[o�、小田がQ/­に杭州と�たものもある。「杭

州で��」は『!}a´』の「Z&N」からの»�で、 �いÁ女�ZZ（Z&）と青年¹

OがWに¢ちた�、Z&が��中I�,り、¼生�てまた¹Oと��´である。'作でZ&

が´ち�?に生ま<oわる9]は�Ìであ&たが、小田は"<を杭州に[作�、また杭州の

 �い景�のX�も3
�た。 

«Û作であり、��の一¶でもある「断橋の佳人」にも[oが見ら<る。�<は『®z佳

´』の「断橋Y½」の»�で、文世高が"� に一®O<を�、困Ôを�a�て一�にF�

に生¤ る´である。小田はま!�ØÇ[に杭州と断橋のX�をH¡¢[3
�た。�ら

に、'作は��のた6に夫9H人は杭州にÑÁ�たとい��cであるが、「断橋の佳人」は

夫9H人が「Î`が出mたi�」に、「杭州3出か�る」とい��cにo�た。��に夫9
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H人がs½に®zで�に�る

Bも書いた。「断橋の佳人」の�の��の9Õは、小田の

[作に8りつ�#�ら<たものである。かつては「死人」と,り、生き¾&た
人公は®z

で�に�る。®zの「:々と�たYº」に「�&とり」�せら<る。M^「mc®zを見て

いた」が、®zが「�?,にいい」とは知ら,か&たと�-�、水Öを�き,がら「4見る

8�,」s持ちでいた。±いZ�ると、生死を¸Ü�た
人公は、®zを��見�、ある�

のÓ現E�を��るのである。 

『断橋の佳人』の「あとがき」の��で、小田は®zが「�中国人の�<」、「M6,」�

µの�%であり、c�の�µに®zに「n] る山{
zrがVいuか0,か&た」と述べ

ている。小田は中国のc �異談の�%と�ての杭州を�³�た。 

5Ê�男が杭州領事館での¸ を小田の「文学の出�」、「'OÜ」（1�）であると���た

通り、杭州OÜは小田の文学と人生の8�をg��たとも±�る存在である。"の上、杭州

は小田にと&て国�
7¨とい�公­,ものを·�、�K­,、�­,存在に,&ている。

回想È『文学青春群像』では、杭州領事館からc�にE国�た小田はc�の�を見,がら、

「VいはÄい中国rÐ3µる」のであり、「郷�」を��、「4見ていると�ろからmるf�

�」があ&たと²�ている（11）。 

また、事o�の上vでのc�人C�rをXいた小説「sq」（�f 15 年）にも杭州が出て

�る（12）。
人公は上vから杭州にÁ��とに8&て、�²,�Bから、Ë持ちのAと�8

�た�W人と、一�­に現Eから¿Ã る�とができた。w��た上vとG�­に、杭州は

「Ùか」で、「cÒ,g8�」をX�た�であり、まるで「4の国」の8�である。杭州は

一つの=},¿Ãの9]に,&ていると見ら<る。�らに、�f 31 年の�³2の�に書い

た小説「b郷」にも、杭州は「4のh,v|­,Y�があ&た」（13）とある。小説の�cで、

小田は
人公のÝ景�が4の中で®zを見たとい�§>を�ている。 

「sq」と「b郷」の�は、��に小田の杭州@A
�をY��ている。青春�代を°I

 る杭州は、�Êと &の流<の中で、小田にと&て\<,い\郷と,&て�り、小田の²

Sの中で「4」の8�,と�ろと¨想$�<ている。��、�Í、±�、親aの死を¸Ü�

た�f 50 年MËの小田にと&て、杭州は心の安ら�をp6る��­,ÃÔ7であ&たので

ある（1�）。�らに、「著者自©」で、昔の杭州領事館の(かい�にあ&たか,りO¡,Å<を

「「x�$ID	$
�^$���Wq	（1�）$,�#*mJ��!|
��/�『x�$

ID�$��2|���`�%~azE$�!2Um�"�-HSに杭州をq��9�

せた。"の作g中の杭州も、小田にと&ては4の8�,G想世界であり、つらい現Eから¿

Ã るた6の安ら�の��の9]であ&たと¢�ら<るのである。 

 

ßÚ�{,�c 

�f 50 年M^の小田の小説には悲!­�cがqい。��0、「城外」の8�,]離の�

c、「c�学士£��」、「夕景�」の8�,信念を貫か,い�c、「� らい」の8�,自殺
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 る�c,+がある。�か�、
断橋の佳人』は"<らとはÐ�。 

 � 15 ¶の�ち 11 ¶は�々�{,�cがある´をË?でいる。また、残りの「女ªの人W

い」、「h国夫人のA」、「¥%一AとH三A」、「¬家のA」は、悲!­,�cから�{,�c

に作りo�ている。"<については«Ûにまと6る。 

 

« 2 �cをo�た作g 

 
断橋の佳

人』 

'作 '作の�c 小田作gの�c 

1 女ªの人W

い 

「ÐI�½」『®

z佳´』]( 

¹Jと�女は��,�

,&た。 

¹Jは�女のWが®z

の上に現<るのを見た。 

2 h国夫人の

A 

「§L」『聊齋志

異』]( 

Mr�は§Lに�Oを

2いた$ 。§Lは_

&て家出 る。 

Mr�は§Lの�O3

の�2をT�と+6、�

{,生¤を¿る。 

3 ¥%AとH

三A 

「H三A」『聊齋

志異』]( 

H三Aは�O（�）を

8��て2る。 

H三Aは�Oを8��

た�、一�に生¤を¹�

る。 

4 ¬家のA 「CXN」『N

=』]( 

Bが�O（�）を8�

�て2る。 

Bが8��た�、CXの

Ùいで生¤は昔通りに

 る。 

 

 �<らはW人が�� �/!
�I¦­困ÔにG�て、
人公の
¦­,Á,に8り�

cがoわるとい�:の�µに,&ているが、小田は
人公に「離<,い」とい�Ëfを�せ、

�のZを[�Ê�、�{,�cをÇ�る8�に�た。また、�cを[o�てい,い 11 ¶は、

"の8�,´をË?$のである。 

 �の8�に『断橋の佳人』に�いて小田が悲!­�cをÃ�、�{,�cに�$わ&たの

は、つらい現Eから¿Ã�、親�い人々と離<!にいる世界を���たた6では,い$ろ�

か。"の�とは、次�の「異�WZ」とい�¯素をあわせて¢�る,ら0、8りい&"��

らかに,る。 

 

ÖÚ[A る異�WZ 

『断橋の佳人』の べての´は、D!c +D!Zk$ln2u�HS �/�小田は

Q/­に異�WZをXいたものをË2、あるいは「�女」の8�にp通の´を�談に�¢?

$のであ&た（1�）。,�小田は�の8�,異�WZの[Aの´に�$わ&たの$ろ�か。現

EにNÑ
@�,+は存在�,い。	かに異�と±�るのは国�
人�、またはÕ の�と
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である。"�い�Q味で「異�」を¢�<0、小田とH人の中国人女KとのWも異�WZで

ある。 

�年の回想È「人生を作る」（�f 48年）で小田は、�親、4�、Bを+6、'人のÓ¯

,女Kに±3�ている（1	）。"の中のH人は杭州で出�&た中国人女Kである。一人は「城

外」の��@Bの���と,&た
�（女中）のz （�eは�H）で、も�一人は§N�

とい�中国人の�Dである。�のH人は小田にと&てÓ¯,存在であ&た。 

「城外」は小説であるが、小田のEOÜに8���小説であるた6、"の
人公「�」は

小田自身、��@Bのz はE在の�Hと��む	Ó,ると¢�ても8いであろ�。
�の

z は¶州出身で、 でに�8�一人のAがいる。Øが²�、�事もできてxT,s持ちの

持ち
であり、杭州領事館の人に6か<ていた%�い人である。杭州領事館にº��異郷で

F�に陥&た「�」はF�を¿<るた6に、ま$"<	+親��,&てい,いz と­OÔ

係を持つ。z は「�」をR6、「�」の��の8り+�ろともい�る存在に,&てい�。

H人のÔ係は��に「�」がc�に\り、z も自[の夫の�に\&て終わる。z との]

離に「�」は「wい悲�5」（1
）� を��る。�のÕ と国�を·�たWは[A�,か&た。

小田の回想²「人生を作る」にも、自[の「F�、寂Lのs夕」に、も�
�の�Hがい,

か&たら�り¸�ら<,か&たであろ�と²�ている。小田はH人のÔ係は「城外」に書い

たた6「人生を作る」では��たと�ているが、R女にG�ては「+?,に�½�ても�切

<,い」（1�）s持ちを«�ている。 

も�一人の§N�とは、小田が通¨と一�に8�Á2にÁ&た中国人の家のÉ女である。

N�はÓMにÙか,、あるいはKÕ,人であ&た。小田は通¨を通�て、N�の�親にR女

との�8を��出た。�か�、N�に「いつまでも	かにÁか!杭州にいる」とい�Ùbが

ある§家は小田に、「あ,たがt�に中国でqら ,ら8ろ�い」とい�v を±&た。Q

�、rhc運,が起�り、c�人と�て「人®をV��とを`<て」（2�）いた小田は、\国

とN�のH者f一にÖ�て、\国をË?$。�B、N�とのWも>mに終わ&た。 

『断橋の佳人』には�のH人を���に�たとVわ<る人�が�9 る。「断橋の佳人」

の
人公の文世高は¶州の出身であり、� は杭州の出身である。
�の�H（z ）は¶

州の出身で、杭州で$いていた。また、�H（z ）はe^も� と�ている。�eの「�

H」と小田が「城外」で作&た#e「z 」を¢57わせた8�である。� の!む"家は

断橋のÈ�にある。杭州領事館も®zの	とり、断橋のÈ�であ&た。�らに、小田は「城

外」と「断橋の佳人」の�nに、生死のmを�ま8�とい�¯素を�りÆ?でいる。「城外」

のz が�sに,り0�に陥&た�、「�」はz をÓÄ�は�6る。z が¢&た�、「�」

の「心はかつて味は&た�との,い春の8�,f
か,s[」（21）に解l�<る。「断橋の佳

人」では、
人公の文世高が死?$た6に自[も自殺�た� は、文世高とい&��に山で

�{の中から=Á­に生き¾る。生き¾&たH人が杭州にÁ&たのも「E�はち��+春」

である。®zの山が「a¥を�ら」�、|xの´が「春の[風」に「女のÒ」の8�に,り、
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x£が�々�の中に¢ちて�る。"の風景は「城外」の「春の8�,f
か,s[」のXO

$とも±�るであろ�。� と文世高の0iを¯�た�のs持ちは「城外」の「�」と�通

�ている8�に見�る。�の8�に「断橋の佳人」の� は小田のW人であ&た�H（z ）

とÓ,る人�である。 

次に§N�と『断橋の佳人』とのÔ係について述べる。ま!、「N玄,�」とい�´は、

�@��がN�のe^を想起�せる上に、
人公は「§家」のAに,&ている。"<を¢5

7わせると§N�に,る。「人生を作る」で小田は、N�のe^に「+�かN玄,��」が

あり、"�がたまら,�「sにW&た」と書いている（22）。 

『断橋の佳人』にÔ る「著者自©」の��の一¡¢で、「杭州で��」について次の8

�に´�ている。 

 

   �が杭州在!Q�、"�の�DにÓせら<て�0�0出Wり�たある中国人の知人

の家があり、"の家の�とをØに�いて、"�の�$りを²�たのであ&た。（23）�

 

「�D」とはN�の�とであるとVわ<る。では、「杭州で��」の中、
人公の¹Oが

��@BZ&に�ている�Dの�をつ�る9ÕのX�を見て58�。 

 

H人はzのw�の、zにÈい¨¦¸を通りe�て、w3少�Á&てから、O3rり、

�きに63rが&て、��に�<の、同�8�,��のÅ<のつ��¡いÂ3W&た。"

�を少�Á&て、6�の、とある一Ãの家3H人は7をか��た。 

 

小田は「杭州XZ」で、N�の家は「Â7の8�,¡い通りに、�い<の高い同�8�

,家が��からÅ<7い"�にÉ&て�&た家�の�ちに」あ&たと²�ている（2�）。「杭州

で��」のX�はN�の家の²述と一°�ている。つまり、��の「家」は`ら�§家であ

り、�の「�D」はN�である。 

「杭州で��」とN�とのÔ係を�らに[� るた6に、小田の杭州�³について述べる。

�f31年、中国文$³25の一0と�て中国*7をJり、28年�りに杭州にÁ&た小田は、

©年 3月に「杭州XZ」を書いた。昔のc�領事館にÁ&て、®が「高Ô&た」小田は、]

<ら<,い「青春の�り」を回想 る�、「§家の�DN�にあ�が<の®を�るわせた」

（2�）と、"の中でN�にG る強い�Yを«��ている。杭州を³<、aÏと一�に見� 

る�に、小田は%H、三�の「�の�い、�の�わ
かに切<上が&た 少年」と出�&て、

「�の昔のW人に�ている」とV&た。§N�も「�が高か&た。ÕÉの、�の切<上が&

た、少�い?きにu?$」Ð�ちである。"の少年と®が�ていると¢�ら<る。"��て、

小田は「自身年は5&ても心のRは��て青年�代とoわら,いs持ち」を持&ていた（2�）。 
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N�の�親の「いつまでも	かにÁか!杭州にいる」とい�¯pに^�て、28 年¸&て

もN�はま$杭州にいるは!$とVい、小田は昔のN�の家をi�にい&た。�か�「²S

も�
ろで、8�8�Â�に自信を>&て」、�B同ÁのaÏがいて¼6たのである。も�

「一人でいたの,ら、�は�ま8い�ま8&たcに、Êには見つ�Yたであろ�。」（2	）と小

田はt§を残�た。28年が¸&ても、小田はN�の�とが]<ら<,か&た。 

^�で���た8�に、『断橋の佳人』では べての作gが�{,�cをむか�る。異�

WZとい��とに�® ると、男K
人公は��Oがわか&たあとも、 女から離<!にÔ

係をつ��る」（2
）とい��に,&ている。���た��ては、小田が青春�代の>m�た

W、§に§N�とのWにÌbを��、"<を異�WZのG想の世界で;67わせるた6のも

のでは,い$ろ�か。�の�とをも&ともわかり
 �� �が「杭州で��」である。 

「杭州で��」の'作である「Z&N」（『!}a´』）は、�ZZ（Z&）とい�»が�

ま�À�て �いÁ女と、¹Oとい�Ë持ちの青年のW´である。Z&と¹Oが�8�た

�、夫がÉkº��ていたとき、·oがk6Æ?で�る。¹家が/領�<、(士がZ&の¾

jも?��と る�、Z&はÑを�6て自� る。�の悲!のあとに\&てきた夫は、いつ

も通りZ&にÇ�ら<る。�<は、死?$Z&がNÑに,&ているからである。R女の�O

を知&た¹Oは知ら,い�りを�て、一�にf��Î�"�とV�。�か�、あるcZ&は

�Eをµり、自[は一�を�に�た�に�Ìのある家に¼生 ると±�。も�¹Oが自[の

�とを]<,い,ら、ÄU�た家にmてもらいたい、自[が一�でº� る、とN�る。�

�に、¹OはZ&が¼生�た家をi�、́ ち�?が生ま<たG家に´を�か�、親cの8�

に�²� る。 

 小田が[作�た「杭州で��」は「Z&N」のい�つかの�]をrQにo�ている。Z&

は�Ìでは,�、小田が§N�と出�&た杭州で´ち�?に生ま<oわる。¹Oについて

も、 �i�にÁ�'作と異,り、28年�に杭州を³<た小田と同�8�に、「杭州で��」

の¹Oは 18年�にi�にÁ�。�らに、'作で�`にXか<ている¼生�たZ&をi 



Bは、か,りÉ�詳��書いている。¹Oは®zのÅりで、Z&に�ていて、�親と一�

に�いている%�、&�のAを見つ�る。上述の8�に、�f 31 年に杭州を�³2�た小

田も昔のW人と�ている少年を見つ�た。¹OはH人の�をつ�る。R女たちの家の}uに

は「§�」と²�<ていた。¹Oは9人を通�てZ&の生年月cを�認 る。小田も通¨を

通�て§家と親��,&た。「杭州で��」ではZ&の生ま<oわりの家がわか&た�、¹

Oが"のAと�Õ る9Õがgr�<ている。�Õ る9Õの�Ê（�の夕）と女Kの�9

の�かた（�&ている、Ùかに）も
はり「杭州XZ」で²�たN�と`�に�&た9Õと

一°�ている（2�）。「杭州で��」の��@BのZ&は小田のかつてのW人、N�とÓ,る

人�に,&ている。 

杭州領事館からE国�た�、小田は見7いの��と「}+,」�8を�た。一�に人生の

困Ôを�り¸�たBに�½のs持ちはあるが、「ÓMにわがまま,Ky」のBは小田の6き



－ 142 －

ࠗ日本語・日本文化研究࠘➨ �� ྕ㸦����㸧

 
 

,�@プでは,か&た（3�）。"の�、小田はある「¬�"�」で「x�」,女中（31）の�と

が6きに,る。小田のh々,小説の中の女K
人公を見て5ても、小田はN�の8�,%�

�、¬�,女Kが6きであ&たと推測できる。小田は�f 31 年の杭州�³Mm、N�の�

とを]<て�ら!、�年までN�とのWZをVき!&ていた。yR �� b � }#[$��

C�"��f�N�をZ��V��とにÄaが,�,&たのであろ�� 

N�にÔ�て、小田は「杭州XZ」で、三CAの中で「N�$�が1+�c風に、���

か�い��」$と©��ている。�らに三CA"<�<は「Î2C現在Ctm」の中国を°

I�、N�は「Î2の中国」（32）であると書いている。小田のN�3の�<とÎ2の中国3

�<はÓ,&ているのかも�<,い。 

"の��は『断橋の佳人』でE現�た。^�の��に述べた8�に、小田は悲!­�cを

Ã�、「杭州で��」を+6、『断橋の佳人』の べての´を�{,�cをむか�るものに�

た。"�では異�WZは[A るのである。小田の「異�WZ」、つまりH人の中国人女K

とのWZは[A�,か&た。"�て、N�の�とは�年まで]<る�とができ,か&た。�

年の小田は、�<の女KN�との[A�,か&たWZを作gのG想世界の中で[A�せ、つ

らい現E世界から¿Ã�8�と�たのである。 

 

終わりに 

Sm*\,®で社�
世界を見ていた（33）小田嶽夫は、田中栄一が���た通り、�f 50

年の作gから「1た らÙ²の世界3W&て」い&た。"<は小田の「�も���¹�たm

界であ&たかも�<,い」。��では"の小田が「�も���¹�たm界」を8りXO­に

�らかに る�とを®��た。�f 51 年の『断橋の佳人』に£® ると、小田は作gの中

に自[の�<たG想世界を見い$�、ときには[oに8&て"<を作り出�た。"<は「杭

州」、「�{,�c」、「[A る異�WZ」とい�三つのÕに見る�とができた。残酷,«m

に陥&た小田は、"��たG想世界に1�い現Eからの¿Ã9]をp6たと¢�ら<るの

である。 
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